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 一般財団法人 沖縄美ら島財団総合研究センター（沖縄県本部町）と京都大学大学院 地球環境学堂

（京都府）らの研究グループは、これまで本州～屋久島に分布する「アオヤギバナ」と同種として認識されて

いた沖縄島の植物が、世界自然遺産登録が決定した沖縄島北部（やんばる地域）に固有の別種であること

を明らかにし、和名「ヤンバルアオヤギバナ」（学名：Solidago yambaruensis）と名付け新種報告をしました。 

本研究の成果は、学術誌「Acta Phytotaxonomica et Geobotanica（APG）」に掲載されました。尚、本研究

プロジェクトは公益財団法人 クリタ水・環境科学振興財団（東京都）の国内研究助成を受け遂行されまし

た。 
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■ポイント■ 

● 従来、本州～屋久島に分布するキク科植物「アオヤギバナ」と同種として認識されていた沖縄島の植物

が、沖縄島北部（やんばる地域）に固有の別種であることを明らかにし、和名「ヤンバルアオヤギバナ」

（学名：Solidago yambaruensis）と名付け新種報告をした。 

● ヤンバルアオヤギバナとアオヤギバナの両種はともに河川の洪水環境に適応した「渓流沿い植物」で

あるが、その進化起源は別であり、陸上型の共通祖先から独立に進化した（平行進化した）ことを示し

た。 

● ヤンバルアオヤギバナの種としての独立性が明らかとなったことで本種の保全上の重要性が示され

た。 
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沖縄島北部で新種の固有植物を発見！ 

和名「ヤンバルアオヤギバナ」と命名 

＜お問い合わせ＞ 一般財団法人 沖縄美ら島財団 企画広報課 仲宗根・宮内  
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Mail: oki-pr@okichura.jp 

 


